
 

＜別紙１＞ 

第三者評価結果報告書 

① 第三者評価機関名 

株式会社フィールズ 

② 施設・事業所情報 

名称：ナーサリースクールT＆Y南台 種別：認可保育所 

代表者氏名：（園長） 大澤 みどり 定員（利用人数）：60名  

（利用者：59名） 

所在地：〒252-0314 神奈川県相模原市南区南台1-4-20                        

TEL： 042-851-5828 ホームページ： 

http://satori-hoikuen.com/ 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日  2012年4月1日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：社会福祉法人さとり 

 職員数 常勤職員       16名 非常勤職員        5名 

 専門職員 保育士        21名 栄養士     1名（委託業者） 

調理員   3名（委託業者）  

 施設・設備

の概要 

保育室         3室 トイレ         7ヶ所 

調理室         1室 事務室          1室 

園庭：屋上遊技場 139.82㎡   

（建物隣に公園有り）    

 

③理念・基本方針 

【保育理念】 

・子ども一人ひとりを大切にし、保護者との一体感を持ち、地域との交流を深め、愛

される保育園を目指す。 

【保育方針】 

豊かな人間性を持った子どもを育成する。 

【保育目標】       

・心身共に豊かな子ども 

・たくましい体つくり 

・思いやりのある子ども 

・意欲を持つ子ども 

・自分で考えて行動する子ども 

④施設・事業所の特徴的な取組 

◆異年齢保育の実施 

  3,4,5歳児は一緒に生活しながら、小さい子は大きい子を見本に、時に助けられ

ながら自然とたくさんのことを学んでいる。大きな子は小さな子を助けながら自覚を

持ち、当番活動や遊び、生活全般をリードしている。ただし、クラス活動も大切に

し、その年齢ならではの活動もじっくり行えるように配慮している。 

  3歳未満児では緩やかに各クラスを仕切り、お互いの生活や活動を意識しなが

ら、担任とじっくりと愛着関係を深め、年齢なりに友達を意識し、少しずつ関わりや

遊び、興味関心が広がるような保育を心がけている。コロナ禍で難しくはなったが、

戸外への散歩などは、年齢の違うクラスが一緒に手つなぎで出かけたりしている。 

 



◆ECC 

   ECC による英会話（年間22回。２，３，４、５歳児が無理のないレッスン時間

と内容で楽しんでいる。） 

◆空手 

   5歳児、5歳に進級時前の1月から月1回の講師を招き練習し、年末の発表会では

保護者に披露している。胴着を着用し、5歳児ならではの姿を見せ、子どもたちの自

信にもなっている。 

⑤第三者評価の受審状況 

評価実施期間 

 

 令和4年8月9日（契約日） ～ 

令和5年4月13日（評価結果確定日） 

受審回数（前回の受審時期）    1回（2017年度） 

⑥総評 

◇特長や今後期待される点 

１)「言葉がけ」を大切にして一人ひとりに寄り添った保育を行っています 

子どもに対する「言葉がけ」を大切にしています。内部研修で取り上げたり、倫理規

程にも具体的に例をあげ、使ってはいけない言葉が示されています。職員会議で確認

し合い、保育の場面で実践しています。全体への指示が理解できず動けない外国籍の

子どもや障害のある児童には、個別に丁寧に言葉がけをし行動を促しています。基準

より多く保育士が配置され、一人ひとりに寄り添った保育を行っています。 

 

２)絵本コーナーが充実しています 

空きスペースの小部屋を利用した絵本コーナーがあります。量も豊富で、子どもたち

の興味関心に即した絵本や、定番絵本など、様々な絵本が揃っています。子どもたち

が自由に絵本を出して読めるように揃えられ、絵本を読むことで豊かな人間性に繋が

ることが期待されます。今後も増やしていき、地域への貸し出しを行う等、さらなる

活用が望まれます。 

 

３)研修による職員育成が期待されます 

全体的な計画に職員の資質向上・専門性向上に向け研修計画を作成し、取り組む旨が

明記されています。園では今年度まで「保育士等キャリアアップ研修」を主任・副主

任等を対象に研修受講の機会を確保し支援してきました。対象者は専門リーダーや分

野別リーダーの資格を取得し、今後専門的知識・技能を保育の現場で発揮されること

と期待されます。個人別年間研修計画を策定し、階層別研修等への継続的な参加と、

非常勤職員の教育・研修の実施が期待されます。 

 

４ )事業計画や手順書により職員の情報共有が期待されます 

事業計画書並びに前年度の事業報告書は、例年法人が作成しています。園の自己評価

で振り返り、課題・重点取組等の目標を掲げた独自の事業計画書を作成することが期

待されます。また、保育計画は担当部門ごとに振り返り等を通して話し合って作成さ

れていますが、標準的な実施方法や手順書が文書化されていません。保育の水準を保

つことを目的にした実施方法を定め、職員が共有する取組が期待されます。 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

今回2回目の第三者評価を受けさせていただきました。園の方針や保育を見直す、

良い機会になったと思います。 

 今回ご指摘頂いた項目に関しては、職員間で話合い、改善に努めてまいります。優

れている点については、これからも大切にしていきたいと思います。これからも、子

ども達が伸び伸びと過ごし、主体的に活動できるような保育園であるよう、職員で一



丸となって運営していきたいです。 

 保護者の方にはお忙しい中、アンケートのご協力を頂きました。結果を今後に活か

して行きたいと思っています。ありがとうございました。 

 

⑧第三者評価結果 

  別紙２のとおり 


